
　　2013/5/10

　　平成25年度室戸ジオパーク推進協議会総会決定

１．運営 主体的な体制づくり

・井戸端会議の開催
・実行計画の進捗管理
・次期実行計画の策定
・ＪＧＮ、ＧＧＮ再審査への対応
・推進協議会による自己診断の実施

・室戸ジオパークが持続的に運営できる体制づくり
・市民誰もが「私たちのジオパーク」という意識づけ

２．ネットワーク 国際的なネットワークづくり
・他のＧＧＮ地域との姉妹提携の締結
・国内会議、国際会議への積極的な参加、貢献

・室戸ジオパーク活動の国際的な価値の高まり
・世界中から室戸に来てもらえる環境づくり

地質学 ・黒耳海岸の野外調査、鉄丸石の研究

地理学 ・集落別聞き取り調査

市場調査
・訪問者向け市場調査
・市民への意識調査

学校教育
・防災チャレンジプランの実施
・室戸ジオパークサマースクールの実施
・対象にあわせたジオパーク授業の開発

おさんぽツアー
・地域を絞ったツアーづくり
・体験プログラムデータベースの作成、プログラムの
開発

情報媒体の再構成と
ＰＲ戦略

・ジオサイトの見直し
・パンフレットやチラシの再検討
・ＷｅｂＳｉｔｅの刷新
・自然科学分野専門書籍の販売（有料）

ガイド養成
室戸ジオパークマスター講座

・ガイド養成講座の実施
・室戸ジオパークマスター講座の実施

ユニバーサル化
・バリアフリー重点サイトの選定
・情報媒体の多元語化

拠点施設整備 ・拠点施設発着型ツアーの確立

イベントの開催
・世界認定記念イベントの実施
・国定公園５０周年イベントの開催
・東部地域博覧会の開催

実行計画の
大きな柱
＜大項目＞

３年間の重点項目

＜中項目＞

３年間での取り組み

＜小項目＞

事業計画

（Ｈ２５～Ｈ２７）

目標

（重点項目における３年後の目指す姿）

　室戸ジオパーク実行計画（2013年度～2015年度）

●ジオパークと
　暮らしていくための
　まちづくり

●ジオパークを
　活用した産業の振興

３．調査研究
・室戸ジオパーク活動の学術面での支援
・ジオツアー等の品質保証

４．教育、保護、防災

・子どもたちが自分たちの地域に誇りを持つことへの
　気持ちの高まり
・防災や地域資源の保護活動への関心の高まり
・持続的な地域づくりへ貢献できる人材の育成自然公園法の運用と

海岸清掃
・市内清掃活動
・保護に関する将来計画の策定

５．ジオツーリズム
・ジオツアーや経済効果、ＰＲ活動を連動させた
　ジオツーリズムの確立
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